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売
れ
っ
こ
メ
ー
ル
は
、
生
産
者
の
皆
様
が
弘
果
へ
出
荷
し

て
い
た
だ
い
た
野
菜
・
一
般
果
実
・
り
ん
ご
の
売
立
て
を
、

そ
の
日
の
内
に
メ
ー
ル
で
ご
本
人
の
携
帯
電
話
等
の
通
信
機

器
へ
自
動
的
に
送
信
す
る
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

　

メ
ー
ル
配
信
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、
各
産
地
担
当
者
も
し

く
は
精
算
所
ま
で
お
気
軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
で
も
実
施
し
て
い
ま
す
。

【
お
願
い
】

　

電
話
に
よ
る
お
問
い
合
わ
せ
は
、
伝
票
番
号
を
確
認
い
た

し
ま
す
の
で
、お
手
元
に
必
ず
荷
受
書
を
ご
準
備
く
だ
さ
い
。

売
れ
っ
こ
メ
ー
ル
で
売
立
て
配
信
中

　

弘
果
弘
前
中
央
青
果

（
株
）（
第
46
期
）、（
株
）

弘
前
水
産
地
方
卸
売
市
場

（
第
28
期
）、（
株
）
弘
果

物
流
（
第
27
期
）、（
株
）

津
軽
り
ん
ご
市
場
（
第
24

期
）、（
株
）
弘
前
花
き

（
第
17
期
）、
弘
果
総
合
研

究
開
発
（
株
）（
第
13
期
）

の
６
社
合
同
に
よ
る
株
主

総
会
が
５
月
30
日
、
弘
前

市
の
フ
ォ
ル
ト
ー
ナ
に
於

い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

各
社
と
も
全
て
の
議
案

に
つ
い
て
満
場
異
議
な
く

承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

津
軽
り
ん
ご
市
場
で

は
、佐
々
木
榮
一
取
締
役
、

宮
崎
栄
蔵
取
締
役
退
任
に

伴
い
、
丹
代
金
一
氏
、
村

岡
嘉
夫
氏
が
新
取
締
役
に

就
任
し
ま
し
た
。

　

弘
果
物
流
、弘
前
花
き
、

弘
果
総
合
研
究
開
発
で
は

任
期
満
了
に
伴
う
役
員
改

選
が
行
わ
れ
、
弘
前
花
き

で
は
、
有
馬
義
明
取
締
役

退
任
に
伴
い
、
北
畠
和
彦

氏
が
新
取
締
役
に
就
任
し

た
ほ
か
、
各
社
の
現
取
締

役
、
監
査
役
は
再
任
と
な

り
ま
し
た
。

　
「
コ
ロ
キ
ュ
ー
」
は
、
長

さ
約
10
㌢
と
手
の
平
サ
イ
ズ

の
ミ
ニ
胡
瓜
で
、
青
臭
さ
が

少
な
く
、
爽
や
か
な
風
味
が

特
徴
で
、
当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル

ブ
ラ
ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」

と
し
て
販
売
し
て
い
ま
す
。

　

当
社
で
は「
コ
ロ
キ
ュ
ー
」

の
美
味
し
さ
を
も
っ
と
知
っ

て
も
ら
お
う
と
５
月
25
日
、

「
い
と
く
平
賀
店
」
に
於
い

て
、
試
食
宣
伝
を
行
い
ま
し

た
。

　

当
日
は
、
当
社
の
消
費
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
が
、
浅
漬
け
や

み
そ
マ
ヨ
ネ
ー
ズ
で
調
理
し

た
「
コ
ロ
キ
ュ
ー
」
を
、
試

食
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

試
食
を
し
た
お
客
様
か
ら

は
「
丸
ご
と
食
べ
ら
れ
る
サ

イ
ズ
感
が
良
い
」「
胡
瓜
特

有
の
『
イ
ボ
』
が
無
く
、
食

べ
や
す
い
」
等
の
意
見
が
あ

コ
ロ
キ
ュ
ー

森
の
ひ
か
り

　

夏
秋
い
ち
ご
「
森
の
ひ
か

り
」
は
、
従
来
の
品
種
と
比

較
し
て
、
省
力
、
低
コ
ス
ト

で
の
栽
培
が
可
能
で
、
果
実

の
形
が
良
く
、
鮮
や
か
で
美

し
い
紅
色
が
特
徴
で
す
。

　

黒
石
市
の
三
浦
広
平
さ
ん

は
約
１
０
０
坪
の
ハ
ウ
ス
で

「
森
の
ひ
か
り
」
を
栽
培
し

て
お
り
、
５
月
20
日
に
初
収

穫
を
迎
え
ま
し
た
。

　

三
浦
さ
ん
は
「
形
に
バ

ラ
ツ
キ
が
な
く
、
高
品
質

で
、
11
月
頃
ま
で
収
穫
が
で

き
、
今
後
に
期
待
で
き
る
将

来
性
あ
ふ
れ
る
品
種
だ
と
思

い
ま
す
。
今
年
の
動
向
次
第

で
、
来
年
に
向
け
栽
培
面
積

を
増
や
す
事
も
考
え
て
い
ま

試食宣伝で「コロキュー」をＰＲ

す
」
と
展
望
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

当
社
で
は
「
森
の
ひ
か

り
」
の
栽
培
者
を
募
集
し
て

今後に期待できる品種と話す三浦さん

弘果グループ６社合同

定時株主総会

り
、
中
に
は
２
～
３
袋
買
い

求
め
る
方
も
い
ま
し
た
。

　

消
費
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
は

「
コ
ロ
キ
ュ
ー
」
に
つ
い
て

「
生
食
だ
け
で
は
な
く
、
炒

め
物
等
、
加
熱
調
理
し
て
も

美
味
し
く
、
調
理
の
可
能
性

が
拡
が
る
食
材
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　

当
社
で
は「
コ
ロ
キ
ュ
ー
」

の
栽
培
者
を
募
集
し
て
い
ま

い
ま
す
。
栽
培
か
ら
販
売
ま

で
丁
寧
に
指
導
い
た
し
ま
す

今
が

の
で
、
栽
培
を
希
望
す
る
方

は
、
当
社
農
産
指
導
課
、
ま

た
は
果
実
部
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。 す

。
栽
培
か
ら
販
売

ま
で
丁
寧
に
指
導
い

た
し
ま
す
の
で
、
栽

培
を
希
望
す
る
方

は
、
当
社
農
産
指
導

課
、
ま
た
は
そ
菜
部

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。

弘前花き
北畠和彦取締役

津軽りんご市場
村岡嘉夫取締役

津軽りんご市場
丹代金一取締役

過
去
最
高
値
30
万
円
で
取
引
さ
れ
た
ア
ム
さ
ん
メ
ロ
ン

38
ケ
ー
ス
（
２
３
５
㌔
）
が

上
場
さ
れ
ま
し
た
。
阿
部
さ

ん
に
よ
る
と
、
今
年
は
昨
年

と
比
べ
、
３
日
遅
い
定
植
と

な
り
、
概
ね
順
調
な
生
育
と

な
り
ま
し
た
が
、
収
穫
前
の

低
温
の
影
響
で
、
10
日
遅
い

出
荷
と
な
り
ま
し
た
。
栽
培

管
理
を
徹
底
し
た
こ
と
で
、

糖
度
が
高
く
、
食
味
、
品
質

良
く
仕
上
が
っ
た
と
の
事
で

し
た
。

　

午
前
７
時
か
ら
始
ま
っ
た

競
売
で
は
、
買
参
人
が
次
々

　

当
社
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ
ン

ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
メ
ロ
ン

「
ア
ム
さ
ん
」
の
初
競
り
が

６
月
６
日
、
当
社
第
１
卸
売

場
に
於
い
て
行
わ
れ
、
秀
２

Ｌ
サ
イ
ズ
（
８
㌔
５
玉
入
）

に
過
去
最
高
値
と
な
る
30
万

円
が
付
き
、
幸
先
の
良
い
ス

タ
ー
ト
と
な
り
ま
し
た
。

　

同
日
は
五
所
川
原
市
の
阿

部
祐
一
さ
ん
、
中
泊
町
の
松

橋
尚
子
さ
ん
が
、
つ
が
る
市

木
造
地
区
の
ハ
ウ
ス
で
温
泉

熱
を
利
用
し
て
栽
培
し
た
計

と
競
り
落
と
し
、
１
㌔
当
た

り
の
平
均
単
価
は
、
前
年
を

11
．
３
％
上
回
る
４
９
５
３

円
と
な
り
ま
し
た
。

　

当
社
果
実
担
当
者
は
今
年

の
初
競
り
に
つ
い
て
「
栽
培

技
術
の
向
上
等
、
生
産
者
の

方
々
の
日
々
の
努
力
の
結

果
、
大
玉
で
高
品
質
な
メ
ロ

ン
が
出
荷
さ
れ
、
年
々
引
き

合
い
が
強
く
、
今
日
の
初
競

り
の
価
格
に
反
映
さ
れ
た
と

思
い
ま
す
」
と
話
し
、
２
年

連
続
で
の
最
高
値
更
新
と
な

っ
た
阿
部
さ
ん
は
「
非
常
に

光
栄
な
結
果
で
す
」
と
笑
顔

を
覗
か
せ
ま
し
た
。

　
「
ア
ム
さ
ん
」
は
７
月
中

旬
に
出
荷
の
ピ
ー
ク
を
迎
え

ま
す
。

ア
ム
さ
ん
メ
ロ
ン
初
競
り

30

過
去
最
高
値

と
も
に
良
好万

円

食
味

品
質



ひ ろ か だ よ り （2）

石
岡　

一
秀
さ
ん
（
20
）

か
ず
ひ
で

木
造
集
荷
所
（
南
広
森
）

【
営
業
開
始
】
６
月
22
日
（
木
）
～

【
電
話
】
０
１
７
３
（
26
）
３
８
８
０

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
野
菜
・
果
実
ト
レ
サ
ビ
受
付
】

６
月
22
日
（
木
）
26
日
（
月
）
29
日
（
木
）

菰
槌
集
荷
所

【
営
業
開
始
】
７
月
２
日
（
日
）
～

【
電
話
】
０
１
７
３
（
45
）
３
４
６
０

【
営
業
時
間
】
午
前
８
時
～
午
後
５
時

【
野
菜
・
果
実
ト
レ
サ
ビ
受
付
】

７
月
３
日
（
月
）
７
日
（
金
）
10
日
（
月
）      

　

   

13
日
（
木
）

７
月
６
日
（
木
）
午
前
11
時
か
ら　

菰
槌
集
荷
所
に
て
開
催
！

皆
様
の
ご
来
場
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　

当
社
で
は
5
月
29
日
、

「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ
ナ

ナ
」
寄
付
金
贈
呈
式
を
行

い
、
28
年
度
販
売
分
よ
り

28
万
７
６
７
６
円
を
、
白
神

山
地
財
団
（
渋
谷
拓
弥
理

事
長
）
に
寄
付
し
ま
し
た
。 

　
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ

ナ
ナ
」
は
、
平
成
19
年
11
月

よ
り
世
界
自
然
遺
産
白
神
山

地
の
環
境
保
全
活
動
に
役
立

て
て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
か

ら
、
津
軽
地
方
や
秋
田
県
の

一
部
で
販
売
し
て
お
り
、
売

上
金
額
の
一
部
（
１
パ
ッ
ク

１
円
）を
寄
付
し
て
い
ま
す
。 

　

同
日
は
渋
谷
理
事
長
に
、

青
果
部
門
担
当
役
員
の
八
木

橋
宏
弥
常
務
が
寄
付
金
目
録

を
手
渡
し
ま
し
た
。
渋
谷
理

事
長
は
「
一
般
消
費
者
が
バ

ナ
ナ
を
通
じ
て
白
神
山
地
に

関
心
を
持
つ
き
っ
か
け
と
な

　
家
業
で
あ
る
「
農
業
」
に
希
望
を
見
出
し
、
夢
に
向
け

努
力
す
る
期
待
の
後
継
者
を
紹
介
し
ま
す
。

【
家
族
構
成
】
祖
母
、
両
親
、

弟
の
５
人
家
族

【
住
所
】　

弘
前
市
小
沢

【
作
付
状
況
】
り
ん
ご
１
㌶
、

桃
17
㌃

【
就
農
年
】
２
０
１
７
年

【
き
っ
か
け
】
常
に
り
ん
ご

が
身
近
に
あ
り
、
作
業
す
る

家
族
の
姿
を
見
て
育
ち
、
手

伝
い
も
し
て
い
ま
し
た
。
そ

し
て
、「
自
分
は
農
家
に
な

る
」
と
決
意
し
、
農
業
の
勉

強
を
す
る
た
め
、
弘
前
実
業

高
校
農
業
経
営
科
に
進
学
。

卒
業
後
は
更
に
農
業
の
知
識

を
深
め
た
い
と
思
い
、
七
戸

町
に
在
る
青
森
県
営
農
大
学

校
で
果
樹
に
つ
い
て
学
び
、

就
農
し
ま
し
た
。

【
現
在
】
営
農
大
在
学
中
に
、

福
島
県
の
桃
生
産
者
か
ら
、

桃
栽
培
の
話
を
聞
い
た
事
が

あ
り
ま
し
た
が
、
就
農
後
、

弘
果
で
桃
の
栽
培
を
薦
め
て

い
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

以
前
聞
い
た
桃
の
話
と
、
弘

果
担
当
者
の
説
明
か
ら
、
桃

栽
培
の
将
来
性
を
見
越
し

て
、
今
年
５
月
に
植
え
付
け

を
行
い
ま
し
た
。
家
業
の
り

ん
ご
栽
培
と
併
行
し
、栽
培
、

農
業
経
営
の
経
験
を
積
ん
で

い
ま
す
。

【
夢
・
展
望
】
り
ん
ご
、
桃

と
も
に
、
効
率
的
な
作
業
を

心
掛
け
、
無
理
の
な
い
範
囲

で
の
規
模
拡
大
を
図
り
た

い
。

【
座
右
の
銘
】「
後
悔
し
な
い

様
に
生
き
る
」
何
事
も
行
動

し
な
い
で
後
悔
す
る
よ
り
、

失
敗
を
恐
れ
ず
チ
ャ
レ
ン
ジ

す
る
姿
勢
が
大
事
だ
と
考
え

ま
す
。

渋谷理事長（右）に
寄付金を手渡す八木橋常務

栽
培
に
つ
い
て
活
発
な
意
見
交
換
が

　
　
　
　
　
　
　
行
わ
れ
た
講
習
会
の
様
子

　

弘
前
花
き
で
は
５
月
20

日
、
田
舎
館
保
育
園
に
於
い

て
、
花
の
体
験
学
習
を
開
催

し
、
園
児
、
保
護
者
ら
約
70

人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
体
験
学
習
は
、
同
社

が
花
の
事
を
も
っ
と
良
く

知
っ
て
も
ら
お
う
と
推
進
し

て
い
る
「
花
育
」
活
動
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
、
花
に
関

す
る
ク
イ
ズ
や
、
園
児
が
思

い
思
い
の
絵
を
描
い
た
プ
ラ

ン
タ
ー
に
、
デ
ー
ジ
ー
、
マ

リ
ー
ゴ
ー
ル
ド
等
を
親
子
が

楽
し
く
協
力
し
て
植
え
付
け

し
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
園
児
か
ら
は

「
お
花
き
れ
い
」「
た
の
し
い
」

な
ど
の
声
が
聞
か
れ
、
保
護

者
は
「
子
供
と
一
緒
に
作
業

し
て
、
花
を
見
る
事
で
癒
さ

れ
た
。
自
宅
に
も
花
を
置
い

て
み
た
い
」
と
話
し
て
い
ま

し
た
。

　

同
社
池
田
滿
取
締
役
部
長

は
「
花
育
」
活
動
に
つ
い
て

「
花
き
の
消
費
拡
大
、
振
興

に
繋
が
る
事
を
期
待
し
、
今

後
は
体
験
学
習
の
他
、
各
所

シャインマスカット栽培講習会開催

弘前花き
～お花いっぱい幸せライフ～

「花  育」

売
上
金
の

一
部
を
寄
付

り
感
謝
し
て
い
ま
す
。
寄
付

金
は
環
境
保
全
・
教
育
へ
有

効
に
活
用
し
ま
す
」
と
話
し

て
い
ま
し
た
。

10
周
年
記
念

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

　
「
ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ

ナ
ナ
」
は
今
年
で
発
売
10
周

年
を
迎
え
ま
す
。
節
目
の
年

を
記
念
し
、
当
社
、
同
財
団

ら
の
共
催
で
、
白
神
山
地
を

よ
り
身
近
に
感
じ
て
も
ら
お

う
と
、
購
入
者
を
対
象
と
し

た
自
然
体
験
教
室
、
津
軽
白

神
湖
で
の
水
陸
両
用
バ
ス
乗

車
体
験
、
白
神
山
地
ブ
ナ
林

散
策
等
を
企
画
し
て
い
ま

す
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
つ
き
ま

し
て
、
近
日
中
に
販
売
店
売

場
の
ポ
ッ
プ
に
て
詳
細
を
掲

載
い
た
し
ま
す
。
是
非
足
を

お
運
び
い
た
だ
き
、
お
買
い

求
め
く
だ
さ
い
。

の
花
壇
整
備
や
ア
レ
ン
ジ
フ

ラ
ワ
ー
教
室
の
開
催
等
、
花

を
身
近
に
感
じ
て
も
ら
え
る

様
な
企
画
を
し
て
い
き
た

い
」
と
展
望
を
話
し
て
い
ま

し
た
。

活 動 を 行 う

はな いく

色とりどりの花を協力して植え付け

生
産
者
憩
い
の
集
い

開
催
の
お
知
ら
せ

栽
培
者
募
集

発
売
か
ら
10
周
年

ハ
ロ
ー
キ
テ
ィ
森
の
バ
ナ
ナ

「農」の「業」を継ぐ
 期待の後継者

わ

ざ

の

う

詳しいお問い合わせは

【特徴１】園地以外での農作業中の事
　　　　  故も補償致します。

【特徴２】作業期間に合わせて短期間
　　　　  でムダのない補償内容です。

【特徴３】事業主様とその家族に加え、
　　　　 臨時雇用の方まで幅広く補
　　　　 償致します。

電　話０１７２（29）３３５３
ＦＡＸ０１７２（27）３４１１　

農作業中の
万が一の事故を
しっかりサポートする傷害保険 弘

果
木
造
地
区
集
荷
所

オ
ー
プ
ン
の
お
知
ら
せ

　

当
社
農
産
指
導
課
で
は
５

月
26
日
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
ブ
ラ

ン
ド
「
つ
が
り
あ
ん
」
シ
ャ

イ
ン
マ
ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
技

術
向
上
を
目
的
と
し
て
、
つ

が
る
市
稲
垣
の
秋
元
正
則
氏

ハ
ウ
ス
に
て
講
習
会
を
開
催

し
ま
し
た
。

　

生
産
者
約
30
名
が
参
加
し

た
講
習
会
で
は
、
芽
欠
き
、

摘
芯
、
花
穂
整
形
や
無
核
化

処
理
（
種
抜
き
）
の
ポ
イ
ン

ト
が
説
明
さ
れ
ま
し
た
。
参

加
者
は
自
身
の
栽
培
状
況
と

比
較
し
て
質
問
を
す
る
等
、

技
術
向
上
へ
意
欲
的
で
し

た
。

　

当
社
で
は
、
シ
ャ
イ
ン
マ

ス
カ
ッ
ト
の
栽
培
者
を
募
集

し
て
お
り
ま
す
。

　

栽
培
に
つ
い
て
、
作
業
が

わ
か
り
や
す
く
、
新
規
栽
培

者
に
も
取
り
組
み
や
す
い
と

い
う
特
徴
が
あ
り
ま
す
。
ま

た
、
雨
除
け
栽
培
や
、
水
稲

育
苗
ハ
ウ
ス
等
を
有
効
活
用

で
き
ま
す
。

　

栽
培
者
や
栽
培
希
望
者
を

対
象
と
し
て
年
に
数
回
、
高

品
質
生
産
を
目
指
し
た
栽
培

講
習
会
や
出
荷
目
揃
え
会
を

行
い
、実
際
の
作
業
と
共
に
、

解
り
や
す
く
説
明
し
て
い
ま

す
。

　

栽
培
か
ら
販
売
ま
で
丁
寧

に
指
導
い
た
し
ま
す
の
で
、

栽
培
を
希
望
す
る
方
は
、
当

社
農
産
指
導
課
、
ま
た
は
果

実
部
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ

い
。


